
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※2015 年９月の「国連持続可能な開発サミット」で採択された、誰１人取り残さない持続可能で多様性と包摂

性のある社会を実現するための国際目標 

第 2 期 小川町 

子ども・子育て支援事業計画 

【概要版】 

１ 計画策定の背景 

わが国の社会全般において、核家族化の進行、価値観の多様化、就労体系や生活リズムの多

様化などが進んでいます。その結果、家族や親戚づきあい、身近な地域とのつながりなどが希

薄化してきていると言われています。また、現代は、以前のような祖父母やご近所など身近な

人からの子育ての支援を得にくい状況であり、出産や育児に対する不安やストレスは増加し、

マタニティブルーや産後うつ、児童虐待など、さまざまな問題の背景や要因となっていること

が考えられます。 

本町では、平成 17 年 3 月に「次世代育成支援行動計画」、平成 22 年 3 月に同計画の後期

計画、更に平成 27 年には「子ども・子育て支援新制度」に基づいた「小川町子ども・子育て

支援事業計画」を策定し、「安心して子どもを産み健やかに育てることができるまち」を基本理

念として、町の未来を担う子どもたちの子育てを、社会全体で応援することを目標とし、行政

だけでなく、住民・地域・事業者など地域の連携・協働により、まちづくりを進めてきました。 

子どもの育ちや子育てが置かれている環境が大きく変化する中、本町においては法に基づ

き、質の高い幼児期の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業等を提供することで、安心

して子どもを産み、子育てできるまちとなること、及び、SDGs※の「誰 1 人として取り残さ

ない」を理念に、今後より一層の子育て施策等の推進を図るため、「第２期 小川町子ども・子

育て支援事業計画」をここに策定します。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 計画の基本理念 

「小川町 子ども・子育て支援事業計画」では、

「安心して子どもを産み健やかに育てることがで

きるまち」を基本理念として掲げ、次代を担う子

どもたちの成長を願う取り組みに努めてきまし

た。 

本計画においてもその基本理念を継承し、子ど

もたちが本町の豊かな自然のなかで健やかにのび

のびと育ち、親が楽しく安心して子育てをしなが

ら自らも成長し、地域の温かいまなざしと支え合

いのできるよりよい子育て環境を目指します。 

また、SDGs の「誰 1 人取り残さない」を理念

に計画を推進していきます。 

第２期小川町子ども・子育て支援事業計画の基本理念 

安心して子どもを産み健やかに育てることができるまち 

３ 計画の体系 

本計画の体系は基本理念

である「安心して子どもを産

み健やかに育てることがで

きるまち」を目指し、「基本目

標１ 幼児期の教育・保育、

及び地域における子育て支

援」、「基本目標２ 専門的な

知識や技術を要する支援」、

「基本目標３ 職業生活と

家庭生活との両立の推進」の

３つの目標を設定し、町の各

課で行う事業を体系立て、展

開していきます。 

１　子育てを支援する生活環境の整備
２　仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し

基本理念   安心して子どもを産み健やかに育てることができるまち

基本目標１　幼児期の教育・保育、及び地域における子育て支援

基本目標２　専門的な知識や技術を要する支援

基本目標３　職業生活と家庭生活との両立の推進

１　教育・保育施設の充実
２　地域子ども・子育て支援事業の推進
３　子育てに関する相談、情報提供の充実
４　地域における子育て支援の充実
５　子どもの心身の健やかな成長に向けた教育環境の整備

１　母子の健康の確保及び推進
２　児童虐待防止対策の推進
３　母子家庭及び父子家庭の自立支援の推進
４　障害児施策の充実等
５　子ども等の安全の確保
６　子どもの貧困対策の推進



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 基本目標 

保護者や将来の保護者が、本町でのびのびと安心して楽しんで育

児ができるよう、地域での子育て支援の一層の充実を図り、保護者

の出産や育児に関する不安を軽減させていくことが必要です。子ど

もを安心して産み、ゆとりをもって育てられるよう、子育て家庭が

地域の支え合いを感じながら子育てができるよう地域における子

育て支援を推進します。 

また、本町の子どもたちが社会でのびのびと、健やかに成長できる

よう、家庭はもとより、学校・地域とも連携・協力し、子どもの心

身ともに健やかな育成を図るための、教育環境づくりを推進してい

きます。 

基本目標１ 幼児期の教育・保育、及び地域における子育て支援 

子どもの心身の発達・発育に長期間にわたり大きな影響を及ぼす著

しい人権侵害である児童虐待は増加しており、深刻な社会問題となっ

ています。このため、地域の見守りや関係機関・団体等との連携を図

りながら、児童虐待の禁止、未然防止の強化やケア体制の確立を推進

する必要があります。また、子どもや家族の健康を確保するとともに、

子どもの年齢や状況に応じた支援や、その家族の支援など、長期的な

視野を含めたきめ細かな対応に努めます。 

さらに、「ノーマライゼーション」の理念のもとに障害児等への支援

及び教育の充実を図り、地域社会で安心して暮らせるように、総合的

な施策を推進します。 

特に、近年社会問題となっている子どもの貧困に対しては、町のさ

まざまな事業と連携し、子どもたちの将来に貧困が連鎖しないよう、

総合的な支援を行います。 

基本目標２ 専門的な知識や技術を要する支援 

共働き世帯が増加し、ライフスタイルが多様化するなかで、子育て

と仕事の両立を実現するため、事業者や住民一人ひとりがその重

要性を理解し、柔軟な働き方を選択できるよう情報提供や多様な

保育サービスの充実を図ります。 

また、職場の子育て家庭に対する配慮や理解、ワーク・ライフ・バ

ランス、各種法制度の利用に関することを周知啓発していくとと

もに、男性の子育て参加を促し、家族全体が子育てに協力し、子育

てへの喜びを感じることができる環境づくりをめざします。 

基本目標３ 職業生活と家庭生活との両立の推進 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 計画の期間 

本計画は、令和２年度を始期とし、令和６年度を終期とする、５か年計画とします。 

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度
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令和
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子ども・子育て支援事業計画

子どもの貧困対策推進計画
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策定
小川町子ども・子育て支援事業計画

計画

策定
第２期小川町子ども・子育て支援事業計画

計画

策定
小川町子どもの貧困対策推進計画

一本化

６ 計画の推進体制 

本事業計画は、小川町の子ども・子育て支援に関する基本的な方向性を定めたものです。 

各施策の推進については、関係各課が連携し、全力で取り組んでいく必要があります。 

また、本事業計画の推進にあたっては、地域における子育て支援の拠点施設であるココッ

ト（小川町子育て総合センター）と庁内関係各課が連携しながら、事業実施に伴う調整や毎

年度の計画実施状況の把握と検討を行います。 

さらに、町民の一般公募委員や地域活動団体、関係機関からなる「小川町子ども・子育て

会議」を引き続き組織し、毎年度の計画実施状況の把握と検討を行います。 

 

ココット（小川町子育て総合センター）は、地域における子育て支援の拠点施設として妊娠前

から子育て期まで、切れ目のない支援体制の充実を目指して、当町の子育て支援に関する業務

をすべてワンストップで提供するものとします。総合窓口として子育て支援課業務を行うほか、

児童相談、子育て情報の提供、母子保健に関する各種事業、子育て支援センター事業、ファミリ

ー・サポート・センター事業等を展開します。 

ココット（小川町子育て総合センター）の役割 

第 2 期 小川町子ども・子育て支援事業計画【概要版】 
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